
AlanBoothの 徒 歩 日本 縦 断 記

TheRoadstoSataに つ い て1

関田 敬一

1

アラ ン ・ブー スが書 いた 『縦 断記 』は明 るくて愉 しい本で あ る。 ブースは 日本 と日

本 人 を納 得 のゆ くまで 知ろ うとしたので ある。そ れが 日本 で最 北 の稚 内 か ら鹿 児島

の佐 多岬 まで歩 くとい う旅 行 になった。宿 泊施 設 には予 約 を入 れ ないで、 も しも宿

が 見つ か らない場合 には野宿 をす る とい う冒険の旅 で ある。 リュ ックには寝袋 を入

れ て いる。そ れ は東 京 に代 表 され る都 市 生 活 にはな い 日本 を知 るため の旅 であ る。

そ して経 済発 展 の陰 にか くれ て しまった 日本 人の生活 を記 録 す ることとなる。ブー

ス の文章 には懐 か しい 日本 の風 景 や人 々の生活 が たびた び現 れ る。われ われ に とっ

て は 当た り前 の ことで あ って も、 イギ リス人 であ るブー スを通 して語 られ る ことで

新 しい もの とな る。 それ はラフカデ ィオ ・ハー ンを思 い起 こさせ るだろ う。ブ ースも

ハ ー ンに負 けず 日本 を好 きにな り夢 中に なった外 国人 の一 人であ るに違 いあ るまい。

しか し両 者 におけ る違 い は、 ハー ンの時代 が 明治で ある ことに対 し、 ブース は敗 戦

後 の 日本 とい うことで ある。彼 は外 国人 の姿少 ない広 島の平 和 記念 公 園 を訪 れ る。

そ こで この 旅で もっ とも苦 しい思 いをす るので ある。原子 爆弾 の悲 惨 さに関す る記

述 をこの本 の 中に入 れ る ことは初 めか らブ ース の頭 にあ ったで あ ろ うと思 われ る。

『縦 断記 』は全 体 として大 胆 で愉 しい旅 行 記 の印象 を与 える一方 で、細 や か な配 慮

が な され てい て味 わい深 い本 となってい るので ある。 日本 に関す る英文 の旅 行記 と

して傑作 といってもよいであ ろう。
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さて 『縦 断記』が愉 しく感 じられ る理 由の ひとつ は全 体 に散 りばめ られ たブースの

ユ ー モアで ある。旅 を始 めて まもな く泊 まった旅 館 の主人 は、小 学校 の教 師 もつ と

めて いる。そ こで小 学校 の教 室へ と案 内 され るこ とに なる。1年 生 が3名 、2年 生

が1名 の クラス であ る。 ブース は 自身 のこ とを"theThingfromOuterSpace"で あ

る として、先生 と生徒 の会話 を記録 し始め る。

"N
ow,children,here'sanEnglishmanwhocomesfromEngland.Doyou

knowwhereEnglandis,Kazuko-chan?°

°Z
uttomuko(faraway)"

"A
nddoyouthinkyoucanfinditonourmap?"

Abatteredmetalglobehadbeendraggedouttothefrontoftheclassand

thefourchildrenclusteredroundit,wriggling.

"N
o,Kazuko-chap,that'sSaudiArabia.ThisisEngland,°saidMr.Obata,

tappingIceland.Mr.Obatarockedbackonhisheelsasheaddressedhisfour

pupils,gesturingatthemwithlargesweepsofhisarms.

"N
ow,yesterdaythisforeignerwalkedthirty-threekilometers,alltheway

fromCapeSoya.Where'sCapeSoya,Kazuko-chap?"

"Z
uttomuko(faraway)

"Y
es,andtodaythisAmericanisgoingtowalktoToyotomi.Where'sthat,

Ryoichi-kun?"

°Z
uttomuko"

"A
ndafterthathe'sgoingtowalkallthroughJapan"

"O
ooooooo!"

"H
owlongdoyouthinkthat'lltakehim?"

"A
week."

"T
woweeks:'

"Si
xmonths"

"Fi
veyears."
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Andbythistimemyfeetwerebeginningtotingle,soafterthechildrenhad

eachtriedtoliftmyrucksack(thelittlegirlwastheonlyonewhosucceeded),

Idrankacupofthingreenteaintheteachers'room,whiletheheadmaster

guffawedquietlyathisdesk,andthensetoffinearnestforToyotomi.(P.8)2

"Z
uttomuko."と 繰 り返 す 子 供 は ユ ー モ ラス で あ るが、 そ れ だ け で は な い の だ。

Obata先 生 はイギ リス とアイス ラン ドを間違 えて しま うばか りか、 イギ リス人で ある

ブー スは、 いつ の間 にか ア メリカ人 に なって しまうのであ る。 そ して校長 先 生 につ

いて は、無 能 に違い ない と思 わせ るか の ように大 笑 い して いるの であ る。 この よう

な表 現 にはだ れ もが 思 わず苦 笑 して しま うこ とだ ろ う。 自分 もObata先 生 も生 徒 た

ち も校長 まで も笑 いに して しまうところは見事 であ る。 しか しなが らコメデ ィとして

整 いす ぎる と、実 際の旅 行 中の 出来事 で はな く創 作 で はないか と感 じさせ て しまう

か も しれ ないで あ ろう。 そ こで少 女 だ けが ブース の リュ ック を持 ち上 げ られ た とい

う偶発 的 なエ ピ ソー ドを挿入 す ることによって、 リアリテ ィとのバ ランス を取 ってい

るように も感 じられ る。少 女 だけが リュ ックを持 ち上 げ るの はユ ー モ ラスで もあ る

が 、現 実 に生 じたハ プニ ングの 感 じがす るので あ る。 ブー スが この 『縦 断 記』を愉

しい本 に したい と願 って いる ことは、 この ような話 を旅 のは じめ に入 れ たこ とや子

供 た ちとの交 流 を多 く書 き込んだ ことか ら感 じとれ るのである。

子供 た ちのそ の予想外 の無 邪気 な言 動 はと りわ けユー モラスで ある ことが多 い

もので あ る。子 供 には可 能で あるが大 人 には不可 能 なこ とも多々 あるの だ。 子供 は

大 人 と違 い素直 に外 国人 に関心 を示 す もの であ る。留 萌の高 校生 が ブースに声 をか

け る。

Rumoiseemedalivelyenoughcity,Ithought,thoughcuriouslysubduedinthe

earlymorningwhenIleftit,stridingoffatthebeginningofthetenthdayofmy

journeypastemptycoaltrucksandrowsofuniformedhighschoolpupils,thegirls

babblingexcitedlyintheirneatfull-skirtedsailorsuits,theboysintheirshiny

blackblazersandgeta,draggingtheirsatchelsalongtherailingsbytheroadside
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andwaitingtillIwaswellpastbeforeshoutingout,"Hey,yOOO!"(P.20)

どこで覚 えた英語 で あろうか、 い きな り"Hey,yooo!"で ある。海外 の読 者 な らば 日

本 の英 語 教育 は ど うなってい るのか と首 を ひねるので はな いだろ うか。 実際 には ブ

ース を見 て恥 ず か しが っ て下 を向 いて しまう子 供 もい たであ ろうと思 う
。 しか し旅

行 の始 ま りにブース が書 いてい る子 供 たち は内気 な タイプで はないの であ る。 外 国

人 に言 葉 をか ける とい うのは、 それ が茶 目っ気 による もの であ ろうとも、交 流 を求

め ている ことにほか ならない。英語 を習 い始 めた年 頃の子 供 たちが ブース に声 をか

け る。

"Zi
ssisaPEN!ZissisaPEN!"screamedthechildrenasIwalkedintothecity.

(P.19)

この ように書 か れる と読 者 は愉快 になって しまう。 しか し英 語 を まだ習 って いな

い幼 い子供 たちは ブースに容赦 がない。

FourlittleboysonbicyclesescortedmeintothetownofNumataatfive

o'clockintheafternoonandmademestoptolookattheirpicturesofsuupaa-

kaa("supercars").

°Wh
atsuupaa-kaadoyouhaveinEngland?"

Ifeltboastful:"Oh,youknow...RollsRoyces...Jaguars..."

"l
sthatall?"

Well,er...there's...er...AstonMartins..."

"l
t'sashamehe'snotanItalian.They'vegotLamborghinis."

Andwiththataccusationringinginmyears,Iwasshowntoaryokanand

promptlyabandoned.(P.21)

大人とは違い子供は外国人に対する精神上の垣根が低いのであろう。このような
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子 供 たち とのや りとりにつ いての話 題 は全体 にわた って見 られ るが、特 に旅 の始 ま

りに多 くて全 体 の調 子 の方 向づ けを して いるの であ る。 ブー スに とっ て、 旅行 とは

基本 的 に愉 しむべ きものなの であ る。 そ して旅 行記 につ いて も、そ れ を読 む人 を同

じように愉 しませ たい と考 えているの である。

日本 滞在7年 でブー スの 日本語 はか な り上達 して いた。旅行 中の 日本人 との会 話

は 日本 語 を用い てい た と考 え られ る。 そ して 日本 語 で困 った とい う記 述 はない ので

あ る。 ブー スは書 いて いないの であ るが 日本語 習得 の努 力 をあ らゆ る方法 で してい

た に違 い ある まい。 三 沢や 広 島で 出会 うア メリカ人が 日本 に何 年 も滞在 しなが ら、

一言 も日本 語 を学 ぽ う としない こ とに対 して、批判 的 な態度 をのぞ かせ る ブース な

の であ る。 この旅 にお いて見 られ るようにブースの 日本 語 の習得 方法 の特 徴 は、実

際 に 日本 人 に対 して積 極 的 に 日本語 を使 ってみ る ことであ る。 そ して文 学、歴 史 、

地 理 など総合 的な関心 を持 ってい ることも明 らか であ る。 『縦 断記』中 には、斜体 字

になった 日本語 のローマ字 が しば しば出 て くるのだが、 これ は外 国か らの旅 行 者 に

日本 語 を学 ぶ よ うに促 す働 きをす るだろ う。 ブース は子 供 たち を日本 語 を用 いて追

い払 ってみせ る。

Myeleventhdayopenedonacloudyskyandfourmorelittleboyswhopursued

meonbicycles,screaming"Gaijin!Gaijin!(Foreigner!Foreigner!)"Whenthey

hadovertakenme,theyblockedmypathwiththeirbicyclesandstoodscowlingup

atmeopen-mouthed:"Ufu/Mite!Eigonohitoda!(Ugh!Look!It'sanEnglish-

speaker!)"IsuggestedtotheminJapanesethattheymightliketomovetheir

bicycles.Theytumedaway,crestfallen:"Ara!Eigojanakattaノ(Oh!Itwasn'tan

English-speaker!)"(P.23)

ブ ース にとって関心 の中心 は人 間で あ る。 したが って老 人 にも関心 をよせ るの で

ある。子 供 たち との や りとりの多 い部分 にも、老 人 を観察 して いる話 が入 る。子供

たち はこれ か ら人生 を歩 むの だ。 したが って まだ人 生 を知 らない。老 人 によっての

み人生 の意 味 を知 るこ とが で きるのだ とも言 えよう。
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InthebackofonelittleshopIstoppedintherewasawomanwithasmileso

astonishinglylovelythatitshotoffherfacelikeabeamoflight.Iglimpsedher

whileIwasbuyinganapple.Shewasverytinyandhadagrotesquelyhunched

back,andshesatinfrontofahugeelectricknittingmachinethatsomeonehad

boughtherasapresent;abrand-newelectriccomputerizedknittingmachine‐slip

inacardandoutcomesacushioncover.Idon'tthinkIhaveeverseenanyonelook

prouderthanthatlittlehunchbackedwomansittingtheresmilingatme,wanting

metonoticeherknittingmachine.(PP.15-16)

ブースの表 現 の特徴 として言 える ことは"agrotesquelyhunchedback"の ような

リァ リズ ムを入 れて いる ことで あ る。 ブース の文 章か らは、お もに優 しさを感 じ取

れ るので あるが、優 しさで はない ものがあ る。 それ が リア リズムで あ り、拮抗 す る

両 者が 緊張 感 をもた らしてい るので ある。文章 が詩 的 で美 しい と思 う。 この 老女 は

何 故 コンピュー タ制 御の編 み機 が誇 らしいのだ ろうか 、それ を初 めて会 ったブ ース

にまで何故 自慢 して見 せ るのか。 人 間が生 きて いる とい うことは、孤 独 であ る とい

う事 実 をあ らわ してい るので あ り、 そ こには認識 の相 違が あ るだけで ある。そ れ を

よ りは っきりと見 る ことので きるの は都 会 よ りむ しろ田舎 であ ろう。老女 が他 者 との

つ なが りの証拠 で ある編 み機 を誇 らし く思 ってい る ことは、 ブース にそれ以 外 の老

女 の孤独 な時 間を想像 させて しまうの である。

TherewasalullintherainontheseventhdayandIwalkedalongthestillempty

coastroadandsawaneaglerippingthegutsoutofacrow.Onthemainstreetof

onevillage,anoldwomaninadarkkimonowithascarfroundherheadandno

teethinhermouthcameuptomeand,tomyamazement,putherarmsroundmy

neckand,whenIhadbentdowntoher,puthercheekagainstmycheekandasked

mewhereIlived.

"l
nTokyo,"Isaid,andshehuggedmeastightashershakylittlebodywouldlet

her.
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"Ih
avethreegrandsonsinTokyo,"shesaid."Threegrandsons.Thankyou.Take

care.Goodlucktoyou."Andshepattedmeontheback,twice,smilingandthen

sighing,andtheraincamedownagainandIwalkedontowardthesnowy

mountains.(P.16)

美 しい老 人 は孤独 に耐 え る力 を もってい る。 鷲が カ ラス を食 して いる光景 は、 暗

色で あ り、そ して この 老人 も暗色 の着 物 をま とってい るので ある。両 腕 をブー スの

首 に回 して、相 手 の姿 勢 を低 くさせ なが ら語 りか ける様 子 は、 まさに老 人 を描 き出

して いて 見事 であ る。 鷲 が カラス を食 らう描 写 に負 け ない表 現 であ る とい え よう。

その結 果、 自然 界の真 実 と老 人の真 実 とが不 思議 な均 衡感 を保 って いるので ある。

2

私 が ア ラ ン ・ブ ー ス とい う名 の イギ リス 人 を 知 っ た の は、LonelyPlanet社 の

Japan(2009)に よ っ て で あ っ た。 そ の英 文 旅 行 案 内 のTravelLiteratureの 項 に

"T
ravelbooksaboutJapanoftenendupturningintoextendedreflectionsonthe

eccentricitiesoruniquenessoftheJapanese.Onewriterwhodidnotfallpreyto

thistemptationwasAlanBooth."と あっ て興 味 を もったの であ る。読 ん でみ る と、

な るほ ど個性 的 な魅 力の ある本 で ある と思 ったの であ る。 そ して和 訳 『ニ ッポ ン縦

断 日記 』の出版 もあ って、 日本 におい ても愛読 者 が少 なか らず いる ことを知 ったの

であ る。3ブ ースの 『縦 断記』の魅 力 とは何 か と考 えていた ところ、い ろい ろな こ

とが言 えそ うだ と思 い、ま とめてみ る次 第であ る。

ブース の略 歴 を述 べ てみ る。1946年 に ロン ドンに生 まれる。10歳 の 頃には シェイ

クス ピア をす べ て読 んでい た と言 われ る。バ ー ミンガム大学 で演 劇 を学 ぶ。 シェイ

クスピア ・セ ンター にて役 者兼 監 督 を務 め る。儀 式 として の演劇 へ の関心 か ら、 日

本 の能 に関心 を持つ ように な り、1970年 に来 日す る。 しか し興 味 は 日本 そ の ものへ

と移 り、居 を 日本 に定 めて作 家 となる。映 画批 評か ら社会 ・政 治 にわた り広範 囲 な

文 筆活 動 に手 を付 けたが、1993年 に結腸癌 にて47歳 で亡 くなる。

『縦 断記』の初 版 は1985年 であるが、実 際 に徒 歩旅 行が 行 われたの は1977年 のこ
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とで、 ブースが30歳 、来 日7年 目で ある。行程 は、梅 雨が ない北海 道の宗 谷岬 か ら

南 に向 けて6月29日 に歩 き始 めた と記 され てい る。 そ して終着 点 の鹿児 島の佐 田岬

に到 達 したの は11月3日 の ことだか ら、全 行 程 に4ヶ 月 と5日 を要 したこ とにな る。

ブース の足 跡 を辿 るため に日本 地図が 載 っていて、大 雑把 に見 れば、宗 谷か ら佐 田

までの最 短距 離 を歩 い た ように見 えるのだが 、拡大 図 の掲 載 があ るので さらに確 認

してみ る と、 直線 で はな くてギ ザギザ にな っていて 同 じ道を行 き来 した りして いる。

宿 泊場 所 を探 さな ければ な らなか ったブ ース にとっては仕 方 なか った ことだったの

で ある。そ れで も宿 が見 つ か らない ときのた めに、野宿 用 の寝 袋 だけ はリュ ックに

入 れて いる。後 に ブース の 『縦 断記 』を読 んで影 響 を受 け、 ブー ス とは反 対 に佐 田

か ら宗谷 へ と歩 き、 もうひ とつ の 『縦 断記』を書 くこ とになったMcLachlanは 、 リュ

ックに小型 テ ン トを入 れて いる。4マ クラクランの文 章 にはブースの ような宿 探 し

の苦 労話 が少 ないのだ。 宿が 見つ か らない ときはテ ントを張 って いる。予約 の ない

宿 泊 とは、 泊 まろう とす る者 だ けで な く泊 める側 も心 配 して気 を遣 うので あ る。宿

泊 す るのは観 光地 にあ るような大 きなホテ ルで はない。そ の うえ外 国人 であ る。 ブ

ー スに は書 か れて いる より多 くの苦 労が あ った であ ろうが、宿探 しをす る話 が ブー

ス とい う個性 的 な人 間に語 られ ることによって、機 知 に富 ん だ表現 で愉 しい ものに

か わ り、旅行 記 の魅力 を増 してい るのは事 実で ある。宿泊 を断 る宿 側 も責 め られて

いない。 リュ ックを背 負 う外 国人が い きな りあ らわ れ るとす れ ば、不信 をいだ くの

も当然 とブース は慮 る。ブ ースの人 間性 が感 じられるので ある。

鶴 岡の手前 の温 海で ブース と宿屋 の女性 が 泊め るか 泊め ないか につ いて不思 議 な

会話 を してい る。

Duskcameonfastandathalfpastsixitwasnight.InthevillageofAtsumi

thewomanattheryokandoorstoodtwistingherapronaboutinherfists.

"A
rethereanyroomsfree?"Iaskedwithanencouragingsmile.

°W
ell,yes,thereare,butwehaven'tgotanybeds.Wesleeponmattresses

onthefloor."

"Y
es,Iknow,"Isaid."1'velivedinJapanforsevenyears."
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"A
ndyouwon'tbeabletoeatthefood."

°Wh

y,what'sthematterwithit?"

°lt'
sfish."

°Ilik
efish:'

"B
utit'srawfish

°L
ook,1'velivedinJapanforsevenyears.Mywife'sJapanese.Ilikeraw

fish."

"B
utIdon'tthinkwe'vegotanyknivesandforks:'

"L
ook..."

"A
ndyoucan'tusechopsticks:'

"Of
courseIcan.1'velivedinJapanfor..."

"B
utit'satata血 一matroomandtherearen'tanyarmchairs."

"L
ook..."

"A
ndthere'snoshowerinthebathroom.It'sano-faro."

"I
usechopsticksathome.Isitontatami.Ieatrawfish.Iuseano-furo.1've

livedinJapanforsevenyears.That'snearlyaquarterofmylife.Mywife..."

"Y
es,"moanedthewoman,"butwecan'tspeakEnglish:'

"Id
on'tsupposethatwillbotherus,"Isighed."We'vebeenspeaking

Japaneseforthelastfive血nuites."(PlO8)

ブースが宿 探 しの苦 労 を書 くのは温 海 について だけで はない。 なかで も印象 的なの

は福 井県 、南 越前 町の河 野 にお いて部屋 が空 いていない と宿 泊を断 られ る時であ る。

そ の様子 か ら疑 い を持 ったブース は宿の マ ッチ をもらって、少 し離 れ た公衆 電話 か

ら宿 は空 い てい ないか と電 話 す る。 空い てい ることを知 らされ るブース は、怒 りを

あ らわ にせ ず、 そ っと受 話器 を戻 して いる。 しか しそ の後 もあ まりに失 礼 な断 り方

をされ続 けた ので(P.165)、 さす がの ブー スも怒 りお さま らず 、 ようや く見 つ けた宿

で 行政 の長へ の意 見書 を書 き記 す のであ る。 しか し結 局、破 って灰 皿 に捨 て てゆ く

の であ る。 ブー スは有名 な週 刊誌 の名 をかた り、 この旅 で福 井 県 の もてな しについ
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ての 記事 を書 いて いる、 もし宿泊 を断 るな ら、あ なたにつ いて個 人的 な記事 を長 々

と書 くことにな ると言 い張 って一夜 の宿 をか ろうじて得 る。 地名 を出 された河 野 に

とって は不 名 誉 なこ とか もしれな いが、 ブース の対応 は ここで も見事 なものであ ろ

う。

しか しど うして も泊 まるこ とので きる場 所 が見 つ か らな くて、野宿 をした ことが

2度 あ る。支 笏湖 のキ ャンプ場 の管 理 人 とのや りとりで ある。

°D
oyoumindifIsleepdownthereonthebeach?"

°Y
oucanifyouwant

"Ih
aven'tgotatent:'

Hewaslightingacigarette.°Haven'tgotatent?"

"WillIh
avetopay?"

Theoldcaretakersquintedatthepackonmyback.

"1'
vegotasleepingbag."

Heshrugged,saidnothing,andwentbackintohishut.(P.38)

夜半、突如雨が降り始める。それが大雨となり、びしょ濡れのまま管理人の小屋の

軒下に避難する。その時の管理人である老いた男性の様子を書いている。

Alightwentoninthehut.Thoughthecondensationonthewindowlcouldseethe

woodstovetheoldmanhadburning.Isawhisshadowmoveacrossthedrywall

andwatchedhimpeeroutthroughthelightedwindowandstareatmelyingonhis

step.ThenIheardhimmovetothedoor.Thedooropenedalittleand,byturning

aninch,Icouldseehisfacesilhouettedinthedoorway.Hestoodthereforwhat

seemedaverylongtimeandItriedtothinkofsomethingtosay,butintheend,I

wassparedthenecessityofsayinganything.Quietlybutfirmlyheclosedthedoor

ofhisbutandturnedthekeyinthelock.(P.39)

相手が日本人であれば管理人小屋に入れてくれていたかもしれない。管理人も余計
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な心 配 をしなか ったか もしれな いので ある。そ して明 らか にブース の側 にも相 手 を

気 遣 うゆ えの 遠慮 が ある。 もし も説明 してい た ら中へ 入 れて くれ た だろ う。 しか し

双 方 が大 人 で あるか らこそ相 手 を気遣 いつ つ も超 え られ ない一線 が あ るので ある。

ブース とい う人 間を より身近 に感 じるので ある。"Sayonara"と 言い おいてブ ースは

旅 を続 ける。

新 潟の柿 崎 におい ては、エ ピソー ドとして は全 編 で唯 一の 日本 人 の性 に関す る話

が 出 て くる。(P133)そ れ は トラ ックの運 転手 と旅 館 の女 中 とのや りと りを淡々 と記

録 した もので あ る。 ブース が歩 いた当 時の 日本 は、漫 画 におけ るSMや ポル ノ映画

のポ スターや看 板 が巷 に氾濫 して いた頃 の 日本で ある。 ブースは子 供 たちの 目に入

る ところ に性 の 画像 が溢 れ てい ることを度 々記述 してい る。 しか しその書 き方 はブ

ース ら しくて
、つ ま り高所 か らの批判 で はな くて、 日本 の混 沌 をなか ば 同情 と愛 を

もって眺め ているかの ような印象 が あるのであ る。

芭 蕉 は彩 りをそ えるため に 『奥 の細 道』のなか に糸魚 川 にて遊 女 と同宿 したエ ピ

ソー ドを入 れ た のだ とい う説明 があ る。ブ ース はもちろん その ことを知 ってい ただ

ろ う。徒 歩 で 日本 を旅 す るの に芭蕉 を意 識 に入 れ ないわ け にはいか ない ので あ る。

本 書 の中 に もたび たび芭蕉 の名 が登 場す るのが その証 拠で あ る。 しか らば と思 って

ブー スは色艶 のあ る話 を持 ち込 んで みたの では なか ろうか。 ア ラン ・ブー スが書 い

た 『英 語 聖語 読 本』とい う英 語 におけ る性 表 現 を集 めた本 が 出版 されて いて、 ブー

ス とい う人物 の興味 関心の広 さには驚嘆 すべ きもの があ るので ある。5

3

天の橋立をすぎると、行路としては近道でありかつ安全なはずの鳥取へは進まず

に、中国山地を抜けて引き寄せられているかのように広島へと向かってゆく。そし

て広島に入るやいなや(第8章)平 和記念公園の話になるのである。

AtthepointwheretheatomicbombwasdroppedonHiroshimathereisaPeace

Park,andinthePeaceParkthereisamuseum.Ivisitedthemuseumwithno

illusionsthatIwouldbeabletowriteaboutwhatIsawandlittlerealhopethatI
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wouldcomprehendit.ThethreehoursthatIspentthere,forcingmyselftolookat

everyitem,readingeachcaptioninEnglishandagaininJapanese,broughtmeno

closertoanunderstandingbuttheyknockedagapingholeinmyspirit.(P.212)

この本 は日本 を歩 いた記 録 だけで はない。 日本 理解 をこころみ た証 明なの だ。そ れ

ゆえ原子 爆弾 につ いて 書 くことか ら逃げ るこ とはで きない のであ る。 ブー ス には人

に対 す る深 い同情 と共 に正義 感が ある。彼 のユ ーモア を喜 ぶの は良いが 、ブー スの

にこや かな笑顔 に垣 間見 られ る真 面 目さを見過 ごして はな らないのであ る。

お そ らく旅 行 の計 画 を立 て るは じめ よ り広 島行 きはそ の重要 な 目的 のひ とつ であ

ったの であ る。本 文 に もあ るように、 天の橋 立 か ら海 岸沿 い に鳥 取へ 向か うほ うが

楽で あるのに、引 き寄せ られ るか のように中国山地 を抜 けて広 島へ と向か うの だ。

た とえば北 か ら南へ 縦断 す るので はな く、 マ クラクラ ンの ように南 か ら北 へ 向か

うとしよう。そ うすれ ば広 島 は旅 の前 半 の行程 にはい ることにな るの であ る。ブ ー

スが 広島 で苦悩 した様 子 は、ず っ と後 を引 いて、読 者 を も同 じ気持 ちにさせて し ま

うで あろ う。広 島は書 か な くてはな らない もの だが、 これ は原 爆 反対 のた めの レポ

ー トでは ないの だ。 自分 が好 きな 日本 、ほ ん とうの 日本 とは何 か、複 雑 でわか りに

くい 日本 、そ して愉 しい 日本 を知 って もらうた めの旅 行記 なの であ る。 それ が異 な

る印象 の旅 行記 に なって しまうこ とは間違 い ない。広 島 に行 くと決 めた こ とは、 こ

の旅 行 記が 北か ら南 に進路 を取 らなけれ ば な らない ようになった大 きな理 由のひ と

つ であ るとい えるだろ う。

そ の平和 記念 公 園内で原 爆被 害 の写真 を見 る際、 ひと りの 日本 人 に付 きまとわれ

るこ とになる。

Hesaid:"Yourcountrydidthis

Myeyesmusthavealteredbehindmysunglasses.Islidawayfromhimand

stoppedinfrontofalargephotographofajuniorhighschoolgirlwithhalfher

facemissing.Ifeltthesamenudgeandnowthemanwasgrinning.

°D
oyoulikethispicture?"heasked."Doyoufinditinterestingatall?Doesit
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amuseyou?Doyoufinditamusing?"(P.213)

原 子爆 弾 を作 り出 して広 島に悲惨 をもた らした 責任 は 自分 にあ るかの ように、 ブー

ス は沈 黙 して しまうのであ る。

広島平和 記 念公 園の原爆 の子 の像 は1958年5月5日 に完成す る。 したが ってブー

ス が広 島に到 達 した ときには あったの であ る。 ブー スはその 時 に見 て いたはず であ

る。 しか しブー スは佐 々木禎 子 の名前 をだ してい ない。世 界 に知 られ るよ うにな っ

た禎 子 の話 は創作 によるもの もあ る といわれ るが、 ブース はあ る少 女 の話 として書

い ている。

Thereisastorytoldaboutalittlegirlwhofelldesperatelyillsometwoorthree

monthsafterthebombing.Foralongtimetheexactnatureof°A-bombsickness"

wasonlydimlyunderstood,andtreatmentwashaphazardandineffectual.This

fact,combinedwiththesoaringblack-marketpricesofforeignmedicinesin

postwarJapan,condemnedmostofthosewhocontractedradiation-induced

diseasestoanagonizingdeath.Butthegirl'smotherwasstubbornandresourceful

andhungontoherwitsfarlongerthanmostmotherswouldhave.Patientlyshe

persuadedherlittledaughterthatifshecouldfoldonethousandpapercranesand

stringthemtogetherlikearosaryshewouldrecover.Millionsofthesetiny

cranes‐theworkofwell-wishersandpilgrims‐hangtodayincoloredfestoons

fromthestonemonumentsinthepark,anditwasthesethattheoldmanwas

arranginginheaps.Thelittlegirlbegantomakehercranes,butdailyherfingers

losttheirstrength,andeventuallythesheereffortoffoldingthemwasatorture

bothtoherandtohermother.Stillhermother‐bynow,andofnecessity,a

believerinthemythshehadconcocted‐stubbornlyurgedherdaughtertofold

anothercraneandthenanother,andpainfullythelittlegirlfoldedhercranesand

onebyonethenumbergrew.Shediedaftermakingninehundredandsixty-four.

(PP.215-216)
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原爆 の被 害 に苦 しんだ可 哀想 な少女 ひ と りに、打 ちの めされて しまうブース がい る

ので ある。その苦 しむ様子 は、雨 の中 を歩 いて宮 島 に至 るまで続 いている。

ブース は ビー ルが好 きで、アル コール に まつ わるエ ピソー ドも少 な くない。そ し

て平和 記念 公 園 を訪 れた あとでは泥酔 す るため労働者 の街 に出か けた ことが書 か れ

て いる。ア ルコール には精神 の苦 しみ を和 らげ る働 きもある。 ブース は酒 を飲 ん で

い る時の描 写 が大 好 きに違 い ない と思 うほ ど生 き生 きと書 くのであ るが 、広 島の酒

は 苦 い酒 で あ っ たの だ ろ う。泥 酔す るた め に出 か け た と書 い て い るだ け であ る。

(P.217)

アル コール にまつわ るブー スの話 もとて も愉 快 なの でエ ピソー ドを ひとつ 引い て

お こう。 い きな り宴 会に とび込 み、宴 会を盛 り上 げたあ との話 である。

InthenightImadethebeginner'slavatorymistake.Whateverthestyleof

Japaneselavatory‐whetherWesternorthetraditionalholeinthefloor‐younever

gointoitwearingthesamepairofslippersthatyouwearalongthecorridors.

Anotherpairofslippers‐oftenhelpfullymarked"lavatory° ‐islaidoutforyou

there,andyouchangeintothemasyouenter.Thebeginner'slavatorymistakeis

this:stumblinghalf-pissedintoahole-in-the-floor-typelavatoryatnight,hekicks

oneofthelavatoryslippersdownthehole.This,Isuppose,happensfairly

regularly,butforaveteranofsevenyearstocommitthisblunderwasan

i皿mediatelysoberingembarrassment.Infact,itwassoembarrassingtobele食

hoppingaboutinasinglelavatoryslipperthatIkickedthatdowntheholeto

followthefirst.Myplanwastodisclaimallknowledgeoftheslipperssothatthe

maidwouldbeaccusedofhavingforgottentolaythemout.This,Icongratulated

myself,wasacast-irondefense,butinthesearinglightofmorningitstruckme

thatImightwellberesortingunawarestoaninstantlyrecognizable"beginner's

lavatoryfeebleploy,"soIavoidednotonlythedownstairsguestsbuttheentire

domesticstaffaswell.(P.88)
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われわれを愉しませてくれる才能のある人を早くに失ったことは残念なことであ

る。 しか しなが らブースの 『縦断記 』が 今後 も英 文 による魅力 をもった 日本旅 行記 と

して、多 くの人 々に読 まれ続 けて い くことは間違 いないで あろう。

注

1

2

3

4

戸)

1997年 よりKodanshaAmerica版 が出る。アメ リカの初版 は1985年 のWeatherhill,lnc.版 。イ

ギ リス は1986年 のVil(ing版 。

括弧内はKodanshaAmerica版 による引用のペー ジを記す。

1988年 に東京書籍 より柴 田京子訳 にて 『ニ ッポン縦断 日記』が出版されている。和訳 において割

愛 された箇所 が多 数みられる。

McLachlanのFourPairs(～ ノBoo∬ はJapanPublicationsTradingCo.よ り1998年 刊。

アラン ・ブース 『英語聖語読本』英潮社1977
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